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「本格着工」=強制収用への反撃を !
共有化へのご協力に感謝します

前回の呼びかけ=第 2次 (8月 2日 集約)と 第 3次 (8月 25日 集約)を 合わせて、

70名 の方に参加 して頂き、「共有化」参加者は全部で 118名 となりました。

全 118名 の都道府県別内訳は以下の通 りです。

岐阜45/愛知 24/神奈川 10/熊本9/福井 8/長野4/東京 3/岩手 2/京都 2

大阪 2/北海道 1/宮城 1/埼玉 1/静岡 1/滋賀 1/兵庫 1/岡山 1/広島 1/福岡 1

皆様のご協力に感謝します。

今回権利取得した土地は、面積を計算すると一人当たり座布団程度の広さです。しかも

「地区の共有地 (入会地)の権利の 1戸分」ですから、どの部分と決めて占有することは

できません。団結小屋等を建てることは法的に難しいと考えられます。

8月 22日 にキャンプ参加者とともに現地を確認に行きました。現地は本郷地区南側の

の揖斐川沿いで、川が大きく湾曲している内側 (左岸)部分です。出水の度に川が流路を

変えて内側に入り、今は大きく浸食されてほぼ河床となっています (詳 しく測量をすると、

現在の流路の右岸になってしまっている部分もあるかもしれません)。 一方では
「国民の

財産をまもるため」に (自 然破壊などおかまいなく)コ ンクリー ト護岸で固めるかと思う

と、他方では川の浸食によって土地が無くなるに任せるという「河川管理 J。 その基準に

明文化されたものはなく、ひとえに「河川管理者の判断」なのだそうです。

8月 末、公団は概算要求においても「第三者機関に判断を仰ぐ」との言い方で強制収用

に言及しています (収用委員会が第三者機関であるとは到底認められません)。 下笙ダム

=蜂の巣城や沙流川・二風谷のような全国の耳目を集めたもの以外にも、これまでも数限

りないダムのための強制

収用が行われています。

他地域の多くの運動のた

めにも、「無駄で自然破

壊をもたらすダム事業に

強権的手段は許さないJ

という運動を強めていき

たいと思います。取得 し

た小さな権利を大きく生

かすため、皆様のご協力

をお願いいたします。

8/22 河床になって
しまった共有地にて →
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見 ″ //汀″堰裁 判 一市民 だよる判決

「ゲートをまず開放し、堰の撤去等の扱いは原告
・住民に委ねる」

9月 6日 (日 )午後、名古屋の生協会館で開かれた
「私たちの長良川河口堰判決

―一長良

川河口堰建設差止訴訟控訴審報告会と長良川
河口堰住民訴訟・愛知出発式 ― 」に私

は「陪

審員」として参加 しました。名古屋高裁
の控訴審の傍聴によく出かけていたか

らということ

で、在間弁護士からの依頼を引き受けた訳であ
る。控訴審はすでに結審して判決を待

つ段階

だが、裁判官が全員入れ替わるという異例の事態
で、判決が延びているので、市民の側

で模

擬法廷を開こうという試みで、内容の充実し
たイベン トであつたo

進行は、環境問題について岐阜大学の山内克
典氏が証言に立ち、地元住民の心配に

ついて

は長島町の加藤良雄氏が証言に立ち、控訴審
では採用されなかった利水問題については岐阜

大学の富樫幸一氏が証言に立ち、その他
の治水問題等については弁護団の在間正史氏

が証言

にたった。それぞれについて、公団側の見解も紹
介された後、休憩の間に 5名 の陪審員で協

議 した全員一致の判決が、「ゲー トをまず開放
し、堰の撤去等の扱いは原告

・住民に委ねる」

であった。

若干の意見交換の後、原告
・村瀬惣一氏よりまとめの挨拶があ

り、差止訴訟は、高裁判決

ミクロには、河口堰の取水停止
→ゲー トを上げ

がどうあれ、打ち切 りにして、これからは、

てある程度の環境回復を求め、また
「一般会計から企業会計に組み入れるな」

という短期決

戦を行い、マクロには、(1)河川法改正、 (2)公共事業見直
し制度、 (3)財投解体を展

望 して闘っていきたいとの決意表明があ
つたO引 き続き、新 しく提訴 した長良川河口堰住民

訴訟 (*)の説明が在間正史弁護士より行われ、伊藤達也原告団
長より代表挨拶があって、

散会となった。

*9月 8日 に愛知県監査委員会が住民監査請求を却下 したの
を受けて、 9月 14日 に住民

訴訟が提訴された。今後、皆さんの支援を
お願い したい。    (三 浦 真智)

概算要求への抗議と宣言 (一部)

収用を許さない闘いをさらに強力に進
めてい [::t][:,i:[阜 i::言 ][I「 i

のである。

1998年 8月 28日 徳山ダム建設中止を求める会



徳山村・門入キャンプ報告
8月 22日 。23日 、三十余人の参加を得て、門入でのキャンプを行いました。

行きに今度の共有運動の「共有地」の現地を確かめた後、門入へ。広瀬さんご夫妻をは

じめ、旧徳山村の方々が何人も顔を出して下さいました。場所は、公団が建て「財団ふじ

はし」が管理する小屋を利用できるところに変更。小屋には公衆電話もあり、なかなか「快

適」で した。スピーカー付きの車を使っての自己紹介。大勢でバーベキューの火を囲み、

話も盛 り上がりました。

8月 も後半になると、門入では

秋の気配が感 じられます。夜半に

は露が降 りて、肌寒 くなりました。

木に張った「徳山ダムを中止せよ」

の幕も濡れました。

5月 31日 のバーベキュー大会

の時に比べて、西谷川 (揖斐川支 |

流)の濁 りが極端に強かったのは、 1

上流で砂防工事でも行われている
|

ということでしょうか。り|1底の石
.

の汚れがひどいので、水生生物を

基盤とした生態系にかなりの悪影

響があるのでは、と心配です。

最後の片づけ。生ゴミを土に返

すための穴掘りには、広瀬司さん

にすっかりお世話になりました。

広瀬さん宅には、門入で暮らす他

の人々や、下 (シ モ)に暮 らすお

知 り合いが何人 も立ち寄 られま

す。故郷で、お元気で輝いている

多 くのお年寄りがいらっしゃいま

す。

上 。中一門入にて

下―ダムサイト予定地にて

「技術と人間」 10月 号の「徳
山ダム問題を考える」は三浦真

智さんによる「反故 にされた確

認書」です。次号 11月 号は予
定筆者 (近藤ゆ)の都合により、
休載 し、 12月 号に最終回を載
せる予定です。

噌羹留皇鍾

中止せよ/
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した。あ ま りに も突然 の、早過9月 5日 の早朝、近藤正尚さんが逝去されま

ぎる死 (享 年 53歳 )に 、言葉 もあ りません。

正尚さん。あなたは、常に前向きに行動する実行力の人で した
。妻のゆ り子

さんと共に、私達の活動の要 として活躍されてきました。強制収
用 への手続 き

が進む土地をひとりの地権者の方から譲 り受けることができた
のは、正尚さん

の並 々ならぬ尽力によるものでした。「これで、俺達 も地元の人だ」
と正尚さ

んの言われるように、これで私達 は全国に跨がる 118名 の共有地権者 と手を

携えて活躍できます。まさに正念場を迎えたこの時期
に、正尚さんを失 う痛手

はまことに大 きいものがあります。

正尚さん。あなたの願いは、徳山ダムの建設を中止させ
「徳山を再生」させ

ることで した。なお、あなたのライフワークであつた『平曲伝承』を途
絶えさ

せてはな りません。あなたのこの篤い思いを胸に帯 して、私達は活動を
続けて

まい ります。 どうか、お見守 り下 さい。 上  田 武  夫

「しのぶ会Jの ようなものを開くと
いう話も出ています。詳細はお

つてお知らせします。

夫・正尚の急逝に際し、、ご多忙中にもかかわら

ず、皆様には多数ご会葬頂き有 り難うございまし

た。また全国から弔電やお励ましのお手紙などを

頂き、深く感謝申し上 げます。

これまで、正尚とともに事務局実務を担 って来

ました。事務局の力量が小さくなっ てしまいま

すが、皆様のお力添えを得て、運動を後退させる

ことなく続けて行きたいと願っております。これ

まで以上のご支援 。ご協力をお願いいたします。

事務局    近藤ゆり子

次 回 運 営 委 できるだけ多くの方のご出席を

お願いいたします

10月 3日 (土)13時  事務局にて

☆ 事務局体制の再編について。

☆ 事業認定処分→土地調書作成→裁決申請
への対応について。

☆ 日弁連公害環境委員会水部会の「徳山ダム現地

調査」について

「やめよ !徳山ダム」徳山ダム建設中止を求める会通信 編集責任 :近藤ゆり子
事務局 大垣市本町 2-27   TEL0584-78n4119   FAX0584Ⅱ 82‐4119

コH更折il彗 :00800-7-31632   Email:to卜 uyama@geOCitiesocooJp
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